
 NEW SELBER Mシリーズ  自動プレス監視モニタ     

   ミス検出ユニット ＭＭ           

             取扱説明書 Rev．1.0 
                         

 

このたびはニューセルバーＭＭをお買いあげいただき、まことにありがとうございました｡ 

この説明書をよくお読みのうえ大切に保存してください｡ 

 

 

 本取扱説明書を読み、内容を理解してから本機を運転・点検・整備してください。 

 本機は日本国内の法規に基づき製作されていますので、日本国内でのみ使用してください。 

本機を日本国以外で使用する場合は、その国の安全規格を遵守する必要があります。 

 本取扱説明書は、すぐ取り出せる所定の場所に保管し末永く活用してください。 
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検知方式 

 

 １－１．接触検出 

 

        接触検出は材料がセンサに接触したとき、赤（ＥＲＲＯＲ）ランプが点灯しプレス機を  

       停止させます。 

 

 １－２．離れ検出 

 

        離れ検出は材料がセンサから離れたとき、赤（ＥＲＲＯＲ）ランプが点灯しプレス機を  

       停止させます。 

 

 １－３．同期接触・同期離れ・排出検出 

 

        図１．図２．のようにタイミング中に信号（排出検出の場合は材料の排出信号）があれ  

       ば正常で、信号が来なければタイミング終了の時点でＥＲＲＯＲ（赤）ランプが点灯し   

      プレス機を停止させます。 

                                                                                     

タイミング         

 

信   号       

 (材料排出信号) 

停   止  

 

 

図１．同期検出タイミングチャート（１）      信号検出判断     ﾀｲﾐﾝｸﾞ検出判断 

 

                                                                                     

タイミング         

 

信   号           

                                                   無視            無視 

停   止  

 

 

図２．同期検出タイミングチャート（２）      信号検出判断       ﾀｲﾐﾝｸﾞ検出判断 

 

 

後面のディップスイッチで以下のような検出方法を設定出来ます  

 

 

 １－４．タイミングオフ（ＴＩＭＩＮＧ ＯＦＦ） 

 

        ＣＨ４～ＣＨ６は接触又は、離れ検出として使用可能です。ＣＨ１～ＣＨ３で足りない  

       時にご使用下さい。 
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 １－５．記憶検出（ＭＥＭＯＲＹ） 

 

        記憶検出は図３のように１サイクル中に信号があれば正常で、信号が来なければタイ    

       ミング終了の時点でＥＲＲＯＲ（赤）ランプが点灯し、プレス機を停止させます。       

      記憶検出は、プレス機の回転数が高い、タイミングの設定が難しい、タイミングの幅      

     が重要でない場合に使用して下さい。 

 

                                                                                     

タイミング         

 

信   号       

 

停   止  

 

 

図３．記憶検出タイミングチャート       信号検出判断      ﾀｲﾐﾝｸﾞ検出判断 

 

 １－６．強制排出（ＤＩＳＣＨＡＲＧＥ） 

 

        通常上死点がタイミング中にある場合、プレス機のスタート時に信号が無ければタイ    

       ミング信号の終了時に停止出力を出します。強制排出は、初回のみタイミング信号の     

      立ち上がり時の停止判断を無視し排出を行い、２回目より通常の監視を行います。 

 

 １－７．信号センサ故障検出 

 

    信号センサ故障検出は図４のようにタイミングが終了しても信号が出ている場合タイ 

    ミング信号終了の時点でＥＲＲＯＲ（赤）ランプが点灯し、プレスを停止させます。 

 

                                                                                     

タイミング         

 

信   号        

 

停   止  

 

 

図４．同期検出タイミングチャート       信号検出判断     ﾀｲﾐﾝｸﾞ検出判断 

 

 １－８．無監視 

 

        無監視はいずれの検出もせず入力を全て無視します。 
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２．各部の名称と機能 

 

 ２－１．前面パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                     

 番号 名称 機能  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 

 ② 

 ③ 

 ④ 

 ⑤ 

 ⑥ 

 ⑦ 

 ⑧ 

 ⑨ 

ERROR（エラー）ランプ 

SIGNAL（信号）ランプ 

TIMING（タイミング）ランプ 

接触ランプ 

離れランプ 

Ａランプ 

Ｂランプ 

SET（セット）スイッチ 

信号ジャック 

異常を検出した場合点灯します 

信号が有効な場合点灯します 

タイミングが有効な場合点灯します 

接触検出を行う時点灯させます 

離れ検出を行う時点灯させます 

ＮＰＮトランジスタ入力を行う場合点灯させます 

ＰＮＰトランジスタ入力を行う場合点灯させます 

・・・・を切り替える時使用します 

信号入力です 
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２－２．後面パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 番号 名称 機能  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 

 ② 

 ③ 

 ④ 

 ⑤ 

 ⑥ 

 ⑦ 

 ⑧ 

 ⑨ 

 ⑩ 

ヒューズホルダー 

ＡＣ電源入力 

ＦＧ端子 

ＤＣ１２Ｖ電源出力 

ＤＣ ＧＮＤ 

タイミング入力（ＣＨ４） 

タイミング入力（ＣＨ５） 

タイミング入力（ＣＨ６） 

ディップスイッチ 

ＦＧ接続用ビス 

ＡＣ２５０Ｖ（１Ａ）タイムラグヒューズをご使用下さい

必ずＡＣ電源を入力して下さい（外部入力用） 

フレームグランド端子です  「必ず接続して下さい」 

ＤＣ１２Ｖライトセンサー等の電源にご使用下さい 

ＤＣ１２Ｖ電源のＧＮＤですＦＧに接続されています 

ＣＨ４のタイミング入力端子です 

ＣＨ５のタイミング入力端子です 

ＣＨ６のタイミング入力端子です 

検出の方法を切り替える為のスイッチです 

付属のアース線で他のユニットと接続するビスです 
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３．設置方法 

 

 ３－１．基本接続 

 

        １．本体接続 

   「セルバーＭＭ」を「セルバーＭＢ」（ＭＸ・ＭＡがある場合はそれと共）に積 

             んで下さい。 

        ２．ＡＣ電源接続 

   「セルバーＭＢ」の「ＡＣ ＯＵＴ」端子と「セルバーＭＭ」の「ＡＣ ＩＮ」 

             端子を接続して下さい。 

                                                                                     

  警告！   ＡＣ電源は付属のハーネスで必ず接続して下さい。 

           接続されない場合は信号入力回路が働きません 

 

 

        ３．フレームグランド接続 

   「セルバーＭＢ」の「ＦＧ」端子と「セルバーＭＭ」の「ＦＧ」端子を接続して 

             下さい。また、その先はプレス機のフレームと電気的に接続して下さい。 

                                                                                     

 

 

  警告！  ＦＧは付属のケーブルで必ず接続して下さい。 

           接続されない場合は信号入力回路が働きません。 

 

 

 ３－２．接触検出 

 

        接触検出を行う場合ほ、タッチセンサ又は、リミットスイッチを信号ジャックに 

        接続し、「ＳＥＴ」スイッチで橙（接触）ランプを点灯させて下さい。 

 

 ３－３．離れ検出 

 

        離れ検出を行う場合は、タッチセンサ又は、リミットスイッチを信号ジャックに        

       接続し、「ＳＥＴスイッチ」で緑（離れ）ランプを点灯させて下さい。 

 

 ３－４．同期接触・同期離れ検出 

 

        同期接触・同期離れ検出行う場合は、タッチセンサ、リミットスイッチ又は、近        

       接スイッチを信号ジャックに接続して下さい。そして、タイミング用のリミット         

      スイッチ又は、近接スイッチをタイミング用端子台に接続して下さい。 

        接触検出を行う場合は「ＳＥＴスイッチ」でＡランプを点灯させて下さい。 

        離れ検出を行う場合は「ＳＥＴスイッチ」でＢランプを点灯させて下さい。 
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 ３－５．排出検出 

 

        排出検出を行う場合は、ライトセンサ又は、近接スイッチを信号ジャックに接続        

       して下さい。そして、タイミング用のリミットスイッチ、又は近接スイッチをタ         

      イミング用端子台に接続して下さい。電圧がＤＣ１２Ｖのライトセンサをご使用          

     の場合は、電源出力が後面端子台「１２Ｖ」「ＧＮＤ」間にありますので接続し           

    て下さい。センサがＮＰＮタイプの場合はＡランプを、ＰＮＰタイプの場合はＢ            

   ランプを点灯させて下さい。（通常はＡランプ） 

        後面のディップスイッチで記憶検出・強制排出の設定が出来ます。 

 

警告！   ＤＣ電源出力電流は８００ｍＡです。定格を越えた負荷を接続された 

         場合動作は保証出来ません。 

 

３－６．タイミング オフ（ＴＩＭＩＮＧ ＯＦＦ） 

 

        該当のチャンネルのディップスイッチをＯＮ（下側）してください。 

        接触検出を行う場合は「ＳＥＴスイッチ」でＡランプを点灯させて下さい。 

        離れ検出を行う場合は「ＳＥＴスイッチ」でＢランプを点灯させて下さい。 

 

 ３－７．記憶検出（ＭＥＭＯＲＹ） 

 

        該当のチャンネルのディップスイッチをＯＮ（下側）して下さい。接続方法は、 

        「同期接触・同期離れ検出」と同様です。 

 

 ３－８．強制排出（ＤＩＳＣＨＡＲＧＥ） 

 

        該当のチャンネルのディップスイッチをＯＮ（下側）にして下さい。接続の変更は      

       ありません。 

 

 ３－９．センサー故障検出 

 

        ディップスイッチの１０番をＯＮ（下側）にして下さい。接続の変更はありません。 

 

３－１０．無監視 

 

        いずれの検出にも使用しない場合は、無監視（ランプが点灯しない状態）にして        

       おいて下さい。 

 

注意！   タイミング信号が必要な監視を行う場合、タイミング信号が無いと 

         停止出力は出ません。 
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４．設定 

 

 ４－１．設置モード 

 

        セルバーＭＢの「ＳＥＴ」スイッチを押すと、セルバーＭＢの「ＳＥＴＴＩＮＧ」      

       ランプが点灯します。その時セルバーＭＭは設置モードとなり、入力の状態（セル       

      バーＭＭの設定状態）に関わらず停止出力は出ません。但し、停止が設置中に出て        

     も良いシステムの場合必ずしも設置モードで設置をしていただく必要はありません。 

 

 ４－２．前面ＳＥＴスイッチ 

 

        押すごとに入力の切り替えが出来ます。 

 

  消灯の時  無監視 

  橙色ランプ点灯時  接触検出 （ＣＨ１～ＣＨ３） 

     Ａ接点入力 （ＣＨ４～ＣＨ６） 

  緑色ランプ点灯時 離れ検出 （ＣＨ１～ＣＨ３） 

     Ｂ接点入力 （ＣＨ４～ＣＨ６） 

 

 ４－３．後面ディップスイッチ 

 

        下側に倒すとスイッチが入ります。 

 

  スイッチ１・４・７ タイミングＯＦＦ 

      （該当の入力チャンネルが接触離れ検出となります） 

      （消灯時無監視・Ａランプ点灯時接触検出・Ｂランプ点灯時離れ検出） 

  スイッチ２・５・８ 記憶検出 

      （該当の入力チャンネルが記憶監視となります） 

  スイッチ３・６・９ 強制排出 

      （該当の入力チャンネルが強制排出を行います） 

  スイッチ１０  センサー故障検出 

      （ＣＨ６のタイミングセンサーの故障検出を行います） 

 

      スイッチの設定は、次項設定早見表もご参考の上セットして下さい。 
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４－４．設定早見表  

                                                 

操作スイッチ 

ディップスイッチ 

検出信号 

ＳＥＴ

ｽｲｯﾁ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

接触 ・           ＣＨ１ 

離れ ・           

接触 ・           ＣＨ２ 

離れ ・           

接触 ・           ＣＨ３ 

離れ ・           

接触 Ａ ○          

離れ Ｂ ○          

同期接触 Ａ           

同期離れ Ｂ           

記憶接触 Ａ  ○         

記憶離れ Ｂ  ○         

強制排出  同期接触 Ａ   ○        

強制排出  同期離れ Ｂ   ○        

強制排出  記憶接触 Ａ  ○ ○        

ＣＨ４ 

強制排出  記憶離れ Ｂ  ○ ○        

接触 Ａ    ○       

離れ Ｂ    ○       

同期接触 Ａ           

同期離れ Ｂ           

記憶接触 Ａ     ○      

記憶離れ Ｂ     ○      

強制排出  同期接触 Ａ      ○     

強制排出  同期離れ Ｂ      ○     

強制排出  記憶接触 Ａ     ○ ○     

ＣＨ５ 

強制排出  記憶離れ Ｂ     ○ ○     

接触 Ａ       ○    

離れ Ｂ       ○    

同期接触 Ａ           

同期離れ Ｂ           

記憶接触 Ａ        ○   

記憶離れ Ｂ        ○   

強制排出  同期接触 Ａ         ○  

強制排出  同期離れ Ｂ         ○  

強制排出  記憶接触 Ａ        ○ ○  

強制排出  記憶離れ Ｂ        ○ ○  

同期接触（センサ異常検出） Ａ          ○

同期離れ（センサ異常検出） Ｂ          ○

記憶接触（センサ異常検出） Ａ        ○  ○

記憶離れ（センサ異常検出） Ｂ        ○  ○

強制排出 同期接触（センサ異常検出） Ａ         ○ ○

強制排出 同期離れ（センサ異常検出） Ｂ         ○ ○

強制排出 記憶接触（センサ異常検出） Ａ        ○ ○ ○

ＣＨ６ 

強制排出 記憶離れ（センサ異常検出） Ｂ        ○ ○ ○
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５．仕様      本製品は、日本国内向け仕様です。 

 

項目 定格・機能 

応答速度 １０ｍｓ以内 （停止出力） 

使用温度 ０～５０℃ 

最大使用回転数 １５００ｓｐｍ 

ＣＨ１～ＣＨ３  接触／離れ信号 検出信号 

ＣＨ４～ＣＨ６  接触／離れ信号・タイミング信号 

接触／離れ検出                                       （ＣＨ１～ＣＨ６）

同期接触・同期離れ検出（排出として使用可能）         （ＣＨ４～ＣＨ６）

記憶接触・記憶離れ検出（排出として使用可能）         （ＣＨ４～ＣＨ６）

検出回路 

センサ故障検出（同期または記憶検出時）               （ＣＨ６）  

信号入力         フォトカップラ入力（前パネル） 

                  接点・ＮＰＮトランジスタオープンコレクタ出力用 

                  注意！  電圧入力では正常に動作しません 

ＡＣ電源入力     ＡＣ１００～２３０Ｖ   ５０／６０Ｈｚ      （後パネル）

ＦＧ端子         フレームグランド端子                       （後パネル）

外部入力 

タイミング信号   フォトカップラ入力（後パネル） 

          接点・ＮＰＮトランジスタオープンコレクタ出力用      

                  注意！  電圧入力では正常に動作しません 

外部出力 

 

ＤＣ電源出力     ＤＣ１２Ｖ（ＭＡＸ ０．８Ａ） 

 

   警告！    定格を超えた負荷でのご使用はシステム全体の誤作動の 

             原因になります。絶対に過負荷の接続はしないでください。 

 

信号             ＯＮ１ｍｓ以上     ＯＦＦ３ｍｓ以上 応答速度 

タイミング       ＯＮ２ｍｓ以上     ＯＦＦ５ｍｓ以上 

前面「ＳＥＴ」スイッチ 

        接触／離れ／無監視        切替                （ＣＨ１～ＣＨ３）

        Ａ接点／Ｂ接点／無監視    切替                （ＣＨ４～ＣＨ６）

選択スイッチ 

後面「ディップスイッチ」 

        タイミングＯＦＦ                              （ＣＨ４～ＣＨ６）

        記憶監視                                      （ＣＨ４～ＣＨ６）

        強制排出                                      （ＣＨ４～ＣＨ６）

        センサ異常検出                                （ＣＨ６） 

付属品 バナナジャック             赤  ３個 

                           黒  ３個 

予備ヒューズ                   １個 

（250V  1A ﾀｲﾑﾗｸﾞ） 

ＡＣ電源用ハーネス         黒  １本 

（圧着端子付）             白  １本 

                           緑  １本 

アース線                       １本 

 

 本機を使用した結果の影響については、いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。 

 本機の使用、および取扱説明書に記載されている事柄は、将来予告なしに変更することが  あ

ります。
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◆ 補償 
 

納入後１年以内に発生した故障で、明らかに製造側の責任による故障が生じた場合には、本装置の

一部または部品を無償にて交換修理をいたします。ただし、使用者の取り扱い上の不備など、納入

者側の責任範囲を越えるものについては保証の対象外になります。故障が生じた時、お客様自らの

修理はご遠慮ください。さらに重大な故障の原因になりました時の補償はいたしかねます。本機は

日本国内向けの仕様のため、この補償は日本国内においてのみ適用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ窓口      営業技術課 
お問い合わせ時間   ９：００～１７：００ 

〒633-0054  奈良県桜井市阿部４９番地１ 

TEL.0744-43-0051   FAX.0744-43-0056 

PT4-0032-0000000 


